
高齢化社会の進展に伴い、

がん患者数は増え続けています。

いま、副作用が少なく、

体にやさしいがん治療法が求められています。

こうした患者さんの期待に応える

最先端の治療法を

臨床の専門医が

わかりやすくご説明いたします。
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がん診療の今と未来

最新 がん薬物療法

がん治療におけるハイパーサーミア（温熱療法）の役割

最新の免疫療法を安心・安全に効率よく受けるための注意点
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大阪市北区中之島５の３の51
●京阪電車「中之島（大阪国際会議場）駅」②番出口すぐ
　JR環状線「福島駅」、東西線「新福島駅」／阪神電鉄「福島駅」／地下鉄「阿波座駅」から　各徒歩10分
JR大阪駅桜橋出口付近より、リーガロイヤルホテル（当会場東隣り）行きのシャトルバスもご利用いただけます

～レトロネクチン®
　誘導Tリンパ球療法を用いた

　がん免疫・温熱・化学療法～
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●主催:京都府立医科大学消化器内科・がん免疫細胞制御学講座／医療法人恒昭会 藍野病院 

共同市民公開講座京都府立医大・藍野病院 

※応募者の個人情報は当講座の目的以外には使用いたしません。

（大阪国際会議場）


